
コンテンツのご案内

アスタミューゼ有望成長領域レポート

ご利用用途例

・ 中期経営計画の策定     　 ・ R&D戦略の立案
・ 事業や市場のポテンシャル評価     ・オープンイノベーション戦略の立案
・ 新規事業の検討

既存プレイヤーの規模に加え、補助金やクラウドファ
ンディングなどの情報から、中長期の市場規模を予測

競争力のある技術や特許を保有している会社の一覧

提供内容提供内容

幅広い領域から当該分野に関連し、競争力のあるモノ
をピックアップ

市場規模予測

主なプレイヤー

主な技術・製品・サービス



お問い合わせ 日本経済新聞社　デジタル事業ヘルプデスク 0120-212-212 平日9：00～19：00
201910

ご利用方法

アスタミューゼ による「有望成長領域」とは

①「メインコンテンツ」から「業界情報」を選択します。
②「アスタミューゼ有望成長領域レポート」をクリックします。
③レポートの一覧が表示されるので、表示するレポートをクリックします。

日本経済新聞社　デジタル事業　情報サービスユニット

事業視点(VC、M&A投資額など)、技術視点(特許、論文など)から集めた2億件の独自データベースを元に、
先端分野に精通したアナリストが有望分野や関連企業を提示。企業が今後投資すべき分野やパートナー
や競合になる企業がわかります。 新規事業の開発や投資の意思決定などに利用されています。

２億件超の独自データベース 先端分野のアナリスト
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